
（学校運営協議会・報告様式） 

 

令和６年度 第３回 創徳中学校 学校運営協議会 実施報告書 

 

１ 日 時  令和６年９月１３日（金）  １９：００ ～ ２０：００   

 

２ 場 所  会議室 

 

３ あいさつ（委員長、学校長） 

 

４ 協議内容 

（１）本校教育活動について 

 ・学校通信９号にあるように、中体連の結果として、野球部とソフトテニス部と男子バスケット

ボール部が地区大会を優勝した。陸上部は東海大会、全国大会に出場した。他の部活動で

も日頃の練習の成果が発揮できたと思う。 

 

・９／１０（火）～１２（木）まで２年生の職場体験が行われた。７２の事業所や教育機関にお

世話になり、非常に感謝している。 

 

・全国学力学習状況調査の結果より、今までの取組の成果が出ている。今後も研修部を中

心として課題を克服する授業づくりをしていきたい。 

 

 

（２）スクールソーシャルワーカーとは ～子どもを支える仲間づくりを目指して～ 

【スクールソーシャルワーカー 岡島より】 

（資料をもとに説明を行う。） 

 

〇問題点はわかるがどう動けばいいのか。話は聞けるが何ができるか。 

→いろいろな支援、機関を紹介する。手続きなど難しい場合などは、同行して支援を行う。 

 

〇相談の実績どのくらいですか。 

→校区で２１件（今年度４月から） 

 



〇日本語が話せない生徒が心配。 

→日本語教室で個別に対応している。日本に来たばかりの生徒は市役所にあるコトノハ教

室へ通い日本語の習得を目指している。 

 

〇スクールソーシャルワーカーの認知度が低いので、今回のような話を地域の中で話したり、

学校でないところで話をしたりすることで、救われる人がいるのではないか。 

 

〇私たちが持っていない知識で救われた場面があった。スピード感が大切。 

 

〇スクールソーシャルワーカーは任期があるので、人を育てていく必要がある。近くにいる生

徒に伝えていくことで、生徒会やクラブ等を活用して、協力できる組織を構築していくのはど

うか。 

 

〇以前は親子、地域で子育てできていたが、今は子ども会等の組織がほとんどなく、人間関

係ができていないため中学校は大変だと思う。 

 

 

５ 教育委員会より 

スクールソーシャルワーカーの数が少ないので、教育委員会が責任をもって広報していき

たい。地域の中でも理解してもらい、みなさんにサポーターになっていただいて、協力してもら

えればと思います。 

 

 

６ その他 

○連絡事項 

・文化祭、公開授業の案内 

・本日の配布物の確認 

 

 

◯次回  令和６年１０月２３日（金） １５：３０～  清和公民館（拡大学校運営協議会） 


